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広島高速4号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

令和 2 年度

　案　内　図　
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広島高速4号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

図面番号 縮 尺

令和 2 年度
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　配　置　図　（1：500）
1：5003

配置図 6/3

広島高速4号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和 2 年度

１．下記配置図は概略位置を示す。現地測量等を行い、最終位置を確定させること。（注記）

２．橋脚ピアの土被りは約１ｍを見込む。

３．今回の施工は倉庫１（４連結）・倉庫２・３（２連結）の３棟とする。

AS

AS

AS

４．倉庫は、既存ｱｽﾌｧﾙﾄをｶｯﾀｰ切りをしてｱｽﾌｧﾙﾄを撤去し、建設すること。



▽G.L
▽基礎天端

　外　形　図　（1：30）
1：304

外形図 6/4

広島高速4号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和 2 年度

１．図面上の連結数（Ｎ）は、「２」又は「４」とする。（注記）

２．上記表に記載するガレージ及び附属物を納入すること。

３．ガレージの外形・寸法は参考とする。ただし、4連結の倉庫面積は、74m2以上、

　　2連結の倉庫面積は37㎡以上を確保すること。

４．ガレージに使用する材料は、錆止め・亜鉛メッキ等を施したものを使用するものとする。

　　また、表に記載する物品は必要条件とする。



　断　面　図（側面）（1：10）　
1：105

断面図（側面） 6/5

広島高速4号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和 2 年度

１．本工事では、豪雪地型の材料は不要とする。（注記）



入口床面コンクリート仕上断面

Ａ－Ａ’断面基礎断面

基礎詳細図

Ｂ－Ｂ’断面

S=1/20

Ｃ－Ｃ’断面 Ｄ部
基礎天は面取しないでください

F.LはG.Lより高い

位置になるように

設定してください

※

※柱前部は

G.L-基礎天を

200mm以下と

して下さい

!

アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

注意

・・・アンカーボルト位置を示す。

　基　礎　図（1：30）　
1：306

基礎図 6/6

広島高速4号線

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和 2 年度

１．図面上の連結数（Ｎ）は、「２」又は「４」とする。（注記）

２．数量は設計書に記載する。


